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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 （ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和７年１２月８日（月） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１１ 松 野 信 作 １ ＡＥＤについて 

⑴ ＡＥＤの更新時期、費用は 

⑵ 保育園・認定こども園等への更新費用の補助は検討できないか。 

２ 職員表彰について 

⑴ 表彰制度の概要は 

⑵ 消防局職員の表彰はできないか。 

３ 薩摩川内大使について 

⑴ どのような方が委嘱を受け活動を行っているか。 

⑵ 本市に縁のある者は大使になれないか。 

⑶ 本市の魅力を歌の歌詞に取り入れ活動しているアーティストはどう

か。 

４ 焼酎ふぇすと焼酎について 

⑴ 焼酎ふぇすはどのような補助金を活用され実施されたか。 

⑵ 焼酎ふぇすはどのような効果があったと総括するか。 

⑶ 焼酎の消費拡大、販路拡大への取組は検討できないか。 

５ 原子力立地給付金について 

⑴ 新電力と契約されている者への給付はいつか。 

⑵ 給付金についての市からの情報発信は必要ないか。 

６ 組織機構の見直しについて 

⑴ 今回の見直しの具体的な内容は 

⑵ 対象となる課、職員の意見は反映されているか。 

１２ 山 元 勉 １ 藺牟田池の今後について 

⑴ 今後の保全及び活用においては、市民にどのように広げ、そして、市

民が動き出そうとするときに市を挙げて支える体制が構築できるか伺

う。 

⑵ アクアイムの改修計画があるが、環境学習・交流拠点などとして改修

されるに当たり、市民の声が反映されるものになるのかも含めて、どの

ように進めていくのか伺う。 

⑶ 藺牟田池を東部地域のまちづくりのモデル地として、全庁的に検討を

行い、観光誘客・人口減少・福祉の増進・農林水産業等を一体的に考え

られるような事業を展開できないか伺う。 

２ 甑島地域での本土地域と変わらない福祉サービス提供について 

・ 現状や課題、今後の展開を伺う。 

ア 在宅のリハビリや訪問看護、通所リハなどのサービスを提供する事

業所が少ないと聞くが、本市の計画として、この現状をどのように捉

えているか。 

イ 悪天候あるいはドック入り等により、フェリーや高速船が止まった

場合、サービスに影響は出ていないか。 

ウ 島外に入院された方が、病院を退院し帰島する際に福祉タクシーを
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利用した場合や、福祉用具の運搬並びに住宅改修時に要するフェリー

の自動車航走運賃は、事業者あるいは利用者の負担となっており、厳

しい現状にあるため、これに対して補助する考えはないか。 

エ 離島地域への定住・移住策として、福祉の充実も重要であると考え

るが、福祉に関係する事業者等が市と語れる場があるのか、ない場合

はつくる必要がないか。 

３ ひきこもり支援について 

⑴ ひきこもりはその生活の実態から、相談に出向くなどその一歩を踏み

出すことが難しいと考えるが、市はどのような体制や内容で支援を行っ

ているのか伺う。 

⑵ 支援を受けている方がどのようになっていくことが市としての目標な

のか、また、現状をどのように捉えているか伺う。 

⑶ 医療や福祉の基準に当てはまらない、いわゆるグレーゾーンの方への

対応を伺う。 

⑷ ひきこもり支援の輪を今後ますます広めていく必要があると考える。 

・ 相談や支援に関する窓口や体制を増やすため、民間支援団体との連

携あるいは運営補助や活動拠点整備の補助等は考えられないか。 

４ 大分市佐賀関の大規模火災を教訓として 

⑴ 本市においても消防車両が侵入できない狭い路地は存在するが、その

ような場所で火災が発生したときの現在の対応を伺う。 

⑵ 火事は初期消火が大事とされているが、各世帯における消火器や火災

警報器の設置に加えて、狭い路地の場所は誰でも使用することができる

地上式消火栓の設置が効果的ではないかと考えるが、市の考えを伺う。 

５ 耕畜連携強化について 

・ 自給率が低い粗飼料の中でも稲わらについては、特に身近なものとし

て耕作者と連携して確保に取り組むことができると考えているが、本市

もこのような動きに対して積極的に補助するなど、支えていく必要があ

るのではないか。 

１３ 井 上 勝 博 １ ＡＩデータセンターの影響調査と住民説明について 

⑴ ３５０メガワットという市内では前例のない大規模電力消費が、地域

全体の電力需給・電気料金へ与える影響を、市としてどのように評価し

ているのか。 

⑵ 冷却排熱の大規模発生に伴う気温上昇や騒音など周辺環境への影響に

ついて、市は科学的調査を行う方針があるか。 

⑶ 大型サーバー機器の搬入による川内港や市道の交通等の負荷と、安全

対策の必要性を市はどのように判断しているのか。 

⑷ ３５０メガワット規模のデータセンターが災害時に及ぼし得るリスク

について、市は防災上の観点から独自評価を行っているか。 

⑸ 「調査中」との答弁を繰り返すのではなく、市として住民説明会を開

催し、影響評価・懸念点・市の考え方を住民に説明する考えはあるか。 

⑹ サーキュラーパーク九州は「低炭素型産業」「循環型資源利用」「地域

に負荷をかけないモデル地区」として整備されてきたと理解している。 

ア ３５０メガワット規模のデータセンターは、同地区の理念と整合し

ていると市は判断しているのか。 

イ 排熱・ＣＯ２負荷・電力需要の急増が、循環型経済の推進に与える

影響を市独自で評価したのか。 
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ウ 地域の環境負荷を最小化する仕組みを事業者に求める考えがある

か。 

２ 使用済燃料乾式貯蔵施設の安全性と住民説明体制について 

⑴ 乾式貯蔵容器の耐震性・除熱性能・金属ガスケットの安全性について、

市が九州電力から受けた説明内容を具体的に示されたい。 

⑵ 「国が責任を持つべき」という答弁で市が判断を回避しているように

見えるが、市として住民の安全にどのように責任を持っているのか。 

⑶ 全国的に乾式貯蔵が長期化している事例を踏まえ、実質的な恒久化の

懸念について市としての見解を問う。 

⑷ 地震・津波・船舶事故など複合災害への対応については、市は九州電

力・国へ具体的確認を行ったのか。 

⑸ 市として、九州電力・原子力規制委員会・経済産業省に対し、市民だ

けでなく県内誰でも参加できる住民説明会の開催を正式に要請する考え

はあるか。 

３ 介護事業者の経営実態と市独自支援について 

⑴ 市内事業者の経営実態を把握するため、市はアンケート調査・ヒアリ

ングを実施しているか。 

⑵ 訪問介護・通所介護など地域生活を支える事業の撤退リスクを、市は

どう分析しているか。 

⑶ 事業者から要望の多い「外国人介護人材の受入環境整備」について、

市として日本語教育支援、相談窓口、住居支援等の支援を行う考えはあ

るか。 

⑷ 経営悪化に直面する事業者への市独自の家賃補助・光熱費補助・設備

投資支援について検討しているか。 

⑸ 介護職員確保のための研修費補助・資格取得支援など、人材定着のた

めの市独自策の必要性について市の見解を問う。 

４ イノシシ対策の強化について 

⑴ 市として、地区ごとの出没状況・個体数推定・移動経路を把握してい

るのか。 

⑵ 「地域ごとの生息密度把握とマップ化」を行い、集中的な対策ができ

ないか。 

⑶ 捕獲従事者の高齢化に対応し、若手育成・免許取得補助の強化、ＩＣ

Ｔを用いた捕獲連絡の迅速化を進める考えはあるか。 

⑷ イノシシ専用の「二段電気柵」などの効果的対策を市が積極的に導入・

補助できないか。 

⑸ 竹林・耕作放棄地がイノシシの生息地となっているが、ならないため

の対策は 

⑹ 捕獲依頼から実際の捕獲までに時間がかかる原因の一つに、市、猟友

会、捕獲員という連絡の遅さがあると農家から指摘されている。位置情

報共有アプリ、ＬＩＮＥ通報、捕獲員グループ通知等のＩＣＴを活用し

た迅速な捕獲連絡システムの導入を検討できないか。 

１４ 宮 里 兼 実 １ 災害が発生した場合の応急仮設住宅建設候補地について 

・ 電気・水道の供給や各法令等を踏まえ、現実的に建設可能な候補地は、

地域ごとにいくつ把握しているか伺う。 

２ 市営住宅等の指定管理者の管理について 

・ 建物の老朽化に伴い、今後も維持・修繕が早期必要な案件や政策空家
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等が増加すると思われる。滞りなく行うために指定管理者側への市の管

理方針を伺う。 

３ 道路上に伸びた樹木について 

・ 道路にはみ出した樹木の枝が原因で通行の妨げや事故の危険性が生じて

いる事例について、市はどのような認識を持っているか。 

 


